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Special Topics2

■
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
、

心
や
す
ら
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

平成23年度施政方針
～人・暮らし・環境が活きる交流拠点都市づくり～

※施政方針は震災前に表明したものです。見直しが必要な事業などもありますが、早期に震災前の活力を回復させ、さ
らなる市民生活の発展を目指します。

　２月 14 日、第 391 回白石市議会定例会で、風間康静市長が施政方針演説を行い、平成 23 年度の市政
運営の基本的な考え方を明らかにしました。

お
り
、
新
た
に
造
成
さ
れ
る
工
業
団

地
へ
の
ア
ク
セ
ス
路
と
し
て
、
通
過

車
両
の
増
加
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
歩
行
者
や
通
学
児
童
の
交
通
安

全
と
快
適
な
生
活
基
盤
を
確
保
し
、

地
域
活
力
の
向
上
を
図
る
た
め
、
国

の
交
付
金
を
活
用
し
て
道
路
改
良
を

行
い
ま
す
。

 

「
感
性
と
人
間
性
」

　

人
と
自
然
、
人
と
暮
ら
し
の
営
み

の
な
か
で
育
ま
れ
る
、
市
民
一
人
一

人
の
個
性
や
感
性
を
大
切
に
し
、
ま

ち
づ
く
り
に
活
か
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
か
つ
て
の
結
い
の
精
神
に

み
ら
れ
る
支
え
合
い
や
助
け
合
い
、

地
域
の
絆
を
再
生
し
て
い
き
な
が

ら
、
人
間
性
豊
か
な
社
会
の
実
現
を

目
指
し
ま
す
。

「
文
化
を
継
承
」

　

今
に
息
づ
い
て
い
る
豊
か
な
生
活

文
化
、
城
下
町
と
し
て
の
伝
統
文
化

な
ど
を
再
評
価
し
、
次
世
代
に
継
承

し
て
い
き
な
が
ら
、
ニ
ー
ズ
の
変
化

に
適
合
さ
せ
て
、
白
石
の
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
ー
（
白
石
ら
し
さ
）
の
形

成
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
繰
越
事
業
と
し
て
、

小
中
学
校
に
配
置
し
て
い
る
教
育
用

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
４
１
０
台
の
更
新

を
行
う
と
と
も
に
、
理
科
室
と
兼
用

と
な
っ
て
い
る
深
谷
小
学
校
家
庭
科

教
室
を
新
築
し
、
学
校
教
育
環
境
を

整
備
し
ま
す
。

　

ま
た
、
個
性
あ
る
教
育
環
境
の
充

実
を
図
る
た
め
、
英
語
教
育
の
充
実

や
ア
ニ
メ
な
ど
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン

ツ
の
活
用
推
進
を
図
り
ま
す
。

　　

市
民
一
人
一
人
の
個
性
や
感
性
を

十
分
に
発
揮
し
、
生
涯
学
習
の
ま
ち

づ
く
り
と
な
る
よ
う
、
社
会
教
育
施

設
に
お
け
る
主
催
講
座
の
充
実
を
図

る
と
と
も
に
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
通

じ
て
、
市
民
が
生
涯
学
習
に
接
す
る

機
会
を
広
く
設
け
ま
す
。

　

ま
た
、「
生
涯
学
習
の
場
」「
地
域

間
交
流
の
場
」
に
お
い
て
、
市
民
が

一
流
の
音
楽
家
の
コ
ン
サ
ー
ト
鑑
賞

や
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
競
技
を
観
戦
す
る

機
会
を
確
保
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、ア
ウ
ト
リ
ー
チ
（
出
前
）

コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
に
よ
り
、
出
演
者

な
ど
と
ふ
れ
あ
え
る
機
会
を
創
出

し
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
図

る
と
と
も
に
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
協
力
し
、

交
流
人
口
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

　　

白
石
城
や
す
ま
ｉい

る
ひ
ろ
ば
な
ど

を
主
と
し
た
城
下
町
回
遊
ル
ー
ト
な

ど
を
活
用
し
、
歴
史
情
緒
を
体
感
で

き
る
環
境
の
整
備
に
努
め
ま
す
。

　

白
石
城
歴
史
探
訪
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

で
定
期
的
な
企
画
展
示
会
の
開
催
、

武
家
屋
敷
で
七
草
の
会
な
ど
、
伝
統

行
事
の
再
現
を
行
い
ま
す
。

　

白
石
の
歴
史
、
文
化
の
紹
介
を
通

じ
て
、
市
民
に
は
ふ
る
さ
と
の
誇
り

を
、
ま
た
、
白
石
を
訪
れ
た
方
々
に

は
白
石
の
歴
史
的
魅
力
を
感
じ
る
場

を
提
供
し
ま
す
。

「
安
心
」

　

安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
ら

れ
る
環
境
や
支
援
体
制
を
充
実
し
、

定
住
人
口
（
生
産
年
齢
人
口
）
の
拡

大
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
世

帯
や
要
介
護
者
な
ど
の
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
を
充
実
し
、
だ
れ
も
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
長
寿
社
会
の
実
現
に

取
り
組
み
ま
す
。

「
心
や
す
ら
か
に
暮
ら
せ
る
」

　

市
民
の
た
め
の
保
健
・
医
療
・
福

祉
施
策
を
充
実
し
、
子
ど
も
か
ら
高

齢
者
ま
で
、
年
齢
を
重
ね
て
も
生
涯

心
や
す
ら
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
生
活
に
身
近
な
地
域
の
支

え
合
い
の
力
を
結
集
し
、
生
き
が
い

と
幸
福
感
を
味
わ
え
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
定
住

人
口
の
拡
大
を
図
る
た
め
に
は
、
安

心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
ら
れ
る

環
境
や
支
援
体
制
を
よ
り
一
層
充
実

さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

乳
幼
児
の
通
院
、
入
院
に
か
か
る

医
療
費
助
成
制
度
や
不
妊
治
療
の
医

療
費
の
一
部
を
助
成
す
る
「
特
定
不

妊
治
療
費
助
成
事
業
」
を
継
続
し
ま

　

雇
用
や
所
得
の
創
出
な
ど
地
域
活

性
化
へ
の
起
爆
剤
と
し
て
期
待
さ
れ

て
い
る
福
岡
深
谷
工
業
団
地
が
３
月

に
完
成
し
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
度
の
最
重
要
課
題
と
し
て

企
業
誘
致
に
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

　

企
業
に
お
け
る
投
資
環
境
は
、

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
時
と
比
較
し

て
、
幾
分
持
ち
直
し
て
は
い
る
も
の

の
、
ま
だ
ま
だ
企
業
の
業
況
判
断
に

は
慎
重
さ
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
が
、

本
市
の
優
遇
制
度
や
交
通
イ
ン
フ
ラ

な
ど
企
業
立
地
環
境
の
積
極
的
な

ピ
ー
ア
ー
ル
に
努
め
、
製
造
関
連
企

業
な
ど
の
誘
致
促
進
に
向
け
て
、
私

自
身
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
市
議
会
の
皆
さ
ま
と
と

も
に
、
宮
城
県
を
は
じ
め
関
係
機
関

と
連
携
し
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
23
年
度
か
ら
は
、
情

報
収
集
と
企
業
誘
致
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

学
ぶ
な
ど
宮
城
県
と
の
連
携
を
強
め

る
た
め
、
産
業
立
地
推
進
課
に
職
員

を
派
遣
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
福
岡
深
谷
工
業
団
地
へ

の
ア
ク
セ
ス
強
化
を
図
る
と
と
も

に
、
地
域
の
快
適
な
生
活
基
盤
を
確

保
す
る
た
め
、
市
道
鳥
越
線
を
は
じ

め
と
す
る
工
業
団
地
関
連
道
路
を
整

備
し
、
企
業
誘
致
の
促
進
を
図
り
ま

す
。

●
企
業
立
地
奨
励
金

　

事
業
費
：
２
、０
７
６
万
８
千
円

   

製
造
業
な
ど
を
営
む
企
業
者
が
、

市
内
に
工
場
な
ど
の
新
設
、ま
た
は
、

増
設
に
要
し
た
投
下
固
定
資
産
（
土

地
・
家
屋
・
償
却
資
産
）
に
係
る
固

定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
に
相
当
す

る
額
を
当
該
企
業
者
に
対
し
て
交
付

し
ま
す
。

●
企
業
立
地
等
に
伴
う
転
入
者
支
援

補
助
金

　

事
業
費
：
60
万
円

   

本
市
へ
の
企
業
の
新
規
立
地
や
事

業
所
な
ど
の
集
約
に
伴
う
転
入
者

が
、
市
内
賃
貸
住
宅
に
入
居
し
た
場

合
の
家
賃
の
一
部
に
つ
い
て
、
一
人

に
つ
き
月
額
１
万
円
を
上
限
と
し
て

３
年
度
間
に
限
り
、
当
該
転
入
者
を

雇
用
す
る
企
業
者
に
対
し
て
交
付
し

ま
す
。

●
福
岡
深
谷
工
業
団
地
関
連
道
路
改

良
事
業

　

事
業
費
：
１
億
５
、６
０
０
万
円

   

市
道
鳥
越
線
や
市
道
佐
久
来
１
号

線
、
市
道
田
中
前
１
号
線
は
、
福
岡

深
谷
工
業
団
地
と
国
道
４
号
お
よ
び

深
谷
西
地
区
と
深
谷
東
地
区
を
結
ぶ

基
幹
道
路
で
あ
る
と
と
も
に
、
深
谷

小
学
校
へ
の
通
学
路
、
生
活
道
路
と

し
て
も
重
要
な
路
線
で
す
。

　

現
在
も
白
石
イ
ン
タ
ー
周
辺
の
工

場
な
ど
へ
の
通
勤
車
両
が
増
加
し
て

す
。

　

そ
の
他
に
も
「
赤
ち
ゃ
ん
誕
生
応

援
事
業
（
妊
婦
健
康
診
査
費
助
成
事

業
）」
を
拡
充
し
、
妊
婦
健
診
14
回

の
助
成
に
加
え
、
新
た
に
ヒ
ト
白
血

病
ウ
イ
ル
ス
｜
１
型
（
Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ
｜

１
）
抗
体
検
査
を
追
加
し
ま
す
。

　

保
育
の
充
実
と
し
て
、
３
歳
未
満

児
の
入
所
希
望
が
増
加
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
現
在
、
南
保
育
園
と
西
保

育
園
で
実
施
し
て
い
る
０ゼ
ロ

歳
児
保
育

を
北
保
育
園
に
お
い
て
も
新
た
に
開

始
し
て
、
待
機
児
童
の
解
消
を
図
り

ま
す
。

　

ま
た
、
保
護
者
の
就
労
の
多
様
化

に
対
応
す
る
た
め
、
深
谷
保
育
園
の

保
育
時
間
を
30
分
延
長
す
る
な
ど
、

保
護
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
子
育

て
支
援
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

保
育
園
、
幼
稚
園
に
か
か
る
多
子

世
帯
に
対
す
る
費
用
の
負
担
軽
減
な

ど
の
事
業
を
実
施
し
、
子
育
て
家
庭

の
経
済
的
な
支
援
を
図
り
ま
す
。

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
、
現
在
実

施
中
の
４
カ
所
の
ほ
か
、
大
平
地
区

に
お
い
て
も
実
施
し
ま
す
。

　

大
平
地
区
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

は
、
地
域
が
実
施
主
体
と
な
っ
て
運

営
し
、
地
域
全
体
で
児
童
を
支
援
し

ま
す
。

　

ま
た
、
放
課
後
子
ど
も
教
室
は
、

世
代
間
交
流
の
場
と
し
て
、
地
域
の

高
齢
者
な
ど
幅
広
い
世
代
の
方
と
児

童
の
交
流
の
輪
を
広
げ
る
こ
と
を
目

的
に
今
後
も
継
続
し
ま
す
。

　
「
市
民
が
共
に
支
え
合
い
な
が
ら
、

生
き
る
力
を
育
み
、
ふ
る
さ
と
白
石

に
誇
り
を
も
て
る
ま
ち
」
を
将
来
像

と
し
て
、
市
民
総
参
画
の
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
、
次
の
世
代
に
誇
り
を

引
き
継
ぐ
こ
と
が
で
き
る
白
石
の
実

現
を
目
指
し
ま
す
。

　

将
来
像
の
実
現
に
向
け
て
「
人
」

「
暮
ら
し
」「
環
境
」
を
ま
ち
づ
く
り

の
３
つ
の
分
野
と
し
て
位
置
付
け
、

新
し
い
時
代
の
ま
ち
づ
く
り
に
果
敢

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
ま
す
。

　　

柱
と
な
る
政
策
の
基
本
的
な
考
え

方
や
方
向
性
を
示
す
も
の
で
す
。

・
豊
か
な
感
性
と
人
間
性
を
育
み
、

伝
統
文
化
を
継
承
す
る
ま
ち

・
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
、

心
や
す
ら
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

・
市
民
が
主
役
に
な
っ
て
地
域
を
つ

く
り
、
交
流
を
楽
し
む
ま
ち

・
産
業
の
活
力
を
生
む
新
し
い
価
値

を
創
造
し
続
け
る
ま
ち

・
美
し
い
自
然
を
受
け
継
ぎ
、
安
全

で
快
適
に
過
ご
せ
る
ま
ち

東北自動車道白石ＩＣに隣接する福岡深谷に工業
団地を造成

武家屋敷「七草の会」

■
ま
ち
づ
く
り
の
将
来
像

「
第
五
次
白
石
市
総
合
計
画
」

■
企
業
誘
致
が
最
重
要
課
題

■
豊
か
な
感
性
と
人
間
性
を
育
み
、

伝
統
文
化
を
継
承
す
る
ま
ち

●
生
涯
学
習
の
推
進

●
歴
史
文
化
の
継
承
と
創
造

■
主
な
事
業　

企
業
誘
致
関
連

●
将
来
像（
白
石
の
目
指
す
べ
き
姿
）

●
ま
ち
づ
く
り
の
３
つ
の
分
野

●
ま
ち
づ
く
り
の
５
つ
の
目
標

●
学
校
教
育
の
充
実

●
子
育
て
支
援


